
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 木

2 金

3 土

4 日

5 月 休館
6 火 休館
7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月 休館 休館
13 火

14 水 　　　
15 木

16 金

17 土

18 日

19 月 休館 休館
20 火 休館
21 水

22 木

23 金 　　　 おひさまの会
24 土 　　　 おひさまの会 　　　もこもこ
25 日

26 月 休館
27 火 休館

28 水

29 木

30 金

　ショート・ショートはいかが？ 　　動物愛護週間 心とからだを癒す

館内整理日

9/12（月）～9/17（土）
蔵書点検のため休館

9/5（月）～9/10（土）
蔵書点検のため休館

9/26（月）～10/1（土）
蔵書点検のため休館

特設

みやこ町図書館だより

（発行：２０１6年9月１日 第４５号）
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中央図書館☎33-1040 犀川図書館☎42-3330 勝山図書館☎32-3455

豊津寺子屋

夏休み学期作品展

9/2（金）～

9/11（日）

※土曜日のおはなし会

中央館：第1土曜日の午前10：30～

勝山館：第2土曜日の午前10：30～

『遊雲会』

みじかな書

作品展

9/19(月)

～

図書館では、今まで子どもたちにお話の楽

しさを伝えるために、定期的に各図書館でお

はなし会を行ってきましたが、曜日や時間の

都合でなかなか参加できないという声もあり

ました。

そこで10月よりおはなし会の回数を増やす

ことになりました。この機会にぜひ、おはな

し会に遊びに来てください。

※ひよこのおはなし会

犀川館：第2土曜日の午前10：30～

10月から新たに増える日時



～小説～ 

■『枕元の本棚』 津村記久子(著) 実業之日本社 

■『我が父、田中角栄』 田中京(著) 青林堂 ■『英

国ファンタジーをめぐるロンドン散歩』 山内史子

(文) 小学館 ■『つゆつき流つまみ細工のいろは』 

土田由紀子(著) 日本ヴォ―グ社 ■『ブラバン甲子

園大研究』 梅津有希子(著) 文藝春秋 ■『ときめ

く妖怪図鑑』 門賀美央子(文) 山と渓谷社 ■『は

つみみ植物園』 西畠清順(文) 東京書籍 ■『カク

レクマノミの上手な飼い方』 枻出版社 ■『さら

ばカリスマ』 日本経済新聞社(編) 日本経済新聞出

版社 

～その他～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『平安女子の楽しい！生活』 

 川村 裕子（著）  岩波書店（2014） 

 

 
古典はなんだか難しい…。そんな時

はこの本を読んでみてください。当

時の生活や恋愛事情、道具の意味な

どを現代に置き換え、分かりやすく

解説しています。平安時代の女性た

ちが身近に感じられて面白いです

よ。          ［Ｍａ］ 

図書館員のおすすめ本 

■『陸王』 池井戸潤(著) 集英社 ■『青藍の峠』 犬

飼六岐(著) 集英社 ■『クララ殺し』 小林泰三(著) 

東京創元社 ■『水戸黄門』 月村了衛(著) 徳間書店 

■『三舟、奔る！』 仁木英之(著) 実業之日本社 ■

『長流の畔（ほとり）』 宮本輝(著) 新潮社 ■『ずん

ずん！』 山本一力(著) 中央公論新社  ■『恋するハ

ンバーグ 佃はじめ食堂』 山口恵以子(著) 角川春樹

事務所  ■『中島ハルコはまだ懲りてない！』 林真

理子 (著 ) 文藝春秋 ■『受難』  帚木蓬生 (著 ) 

KADOKAWA ■『大人の流儀 6』 伊集院静(著) 講

談社 ■『ジョイランド』 スティーヴン･キング(著) 

文藝春秋 

 

 

新 着 資 料 案 内 
図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『十三番目の子』 

シヴォーン・ダウド(作) パム・スマイ(絵) 

池田 真紀子(訳)小学館(2016) 
 

ダーラは、呪われた子として育てられる。十三回

目の誕生日を迎えた日に、生贄としてささげられる

運命だ。誕生日を迎えるその時、ダーラは兄と、母

の愛を知ることになる。 

読んだ後の気持ちを、言葉にするのが難しい。ぜ

ひ読んでもらいたい、切ないが美しい物語。［Ｉ］ 

『僕はなぜ小屋で暮らすようになったか 

高村 友也(著) 同文舘出版(2015) 

幼い頃から、生と死について考え続け、大

学で哲学を学ぶも、現代社会での生きにく

さを感じていた青年。行き着いた先は雑木

林に小屋を建て、最小限の物だけで暮らす

生活だった。作者の半生の記録。[和] 

『おりがみ指人形オリパペ』   

フチモト ムネジ／著    

エムディエヌ コーポレーション（2014） 

一枚のおりがみから、完成し

ます。私は、思わず「でき

た！」の声がでました。みな

さんもこどもたちと指人形を

つくって遊んでみませんか[台] 

Tai  

。[[台] 

『サブマリン』 

伊坂 幸太郎（著）講談社（2016） 

「チルドレン」から 12 年ぶりの続編。

粗暴で乱雑で滅茶苦茶なようで、実は

本質を誰よりも見抜いている陣内のよ

うな男がかっこいい！家裁調査官側か

ら見る少年犯罪の話。 

   [ツム] 

 

 

 

『ツバキ文具店』 

       小川 糸（著）幻冬舎（2016） 

       鎌倉の代筆屋が舞台。送る相手によ

って筆、便箋、字体、切手までも選びつ

くす。鎌倉の四季のうつろいも美しく

描かれていて、読み終わると大切な誰

か？！に手紙を書いてみたくなる 1 冊

です。  [はりねずみ] 

 

 

 

 

 

https://azukichi.net/season/summercamp.html



